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●点 鐘 

●ロータリーソング  奉仕の理想  

●高山中央ロータリークラブ職業倫理基準 

●ビジター・ゲストの紹介 

●会長の時間     会長  村瀬 祐治 

①新生コロナウィル 

スの感染状況全国的 

に蔓延防止に歯止め 

がなく、先週より過 

去最大の感染者が出 

ています。岐阜県内に 

おいても「第２派非常 

事態」宣言を発せられ 

また先週下呂市で感染者があり、高山市県内 

にも感染者が出る事に心配をしております。私 

たちロータリーメンバーができることは感染 

防止を行うことであると思っております。 

また、感染防止のため例会開催否かについて 

は理事会の意見をお聞きして判断していきま 

す。 

②7月 27 日に細則改正の提案  

島さんの積立金の扱いに対して 

細則の改正について 7月 27 日開催の臨時 

理事会にて協議いたしました。理事皆様全員に 

意見について調整をいたしまして 今期の中 

で積立金の扱いについて明確にしていきたい 

と考えております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③本日、新入会員ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝがこの後開催され 

ます。 

丸仲建設 住 裕治さんです 

  8 月第２例会から出席頂く予定です。 

④国際ロータリーの活動分野について 

・日本のロータリーの分布  

３４地区の人数について配布資料にて説明 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆会長  村瀬 祐治   ◆幹事  岡﨑 壮男   ◆会報委員長 岩本 正樹  ◆会報担当 高木 純 

 

 会員数 出席会員 出席 Make-up 出席率 

本 日 

1244 回 
57 名 56 名 50 名 － 89.29% 

前々回 

1242 回 
58 名 57 名 48 名 0 名 84.21% 

 

高山中央ロータリークラブ 

WEEKLY REPORT 

＜出席報告＞ 

WEEKLY REPORT 
2020～2021 年度 高山中央 RC 会長テーマ 

「集 う」 
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●幹事報告      幹事 岡﨑 壮男 
 
◎ＲＩ本部より 
・ザ・ロータリアン誌 

◎国際ロータリー第 2630 地区ガバナー事務所 
より 
・ガバナー月信 8月 
・地区社会奉仕補助金申請のご案内 
・夏季休暇について 
8 月 13 日（木）～16 日まで 

◎国際ロータリー第 2630 地区ガバナーエレク
ト事務所より 
・夏季休暇について 

8 月７日（金）～16 日まで 
◎高山ロータリークラブより 
 ・例会変更のお知らせ 
  8 月 6 日（木）納涼例会中止 
（新型コロナウィルス感染予防のため） 

＜NPO 法人まちづくりスポットより＞ 
 ・寄付のお礼状 
＊熊本豪雨災害義援金、41,922 円振り込みまし

た。 
 
●青少年奉仕/インターアクト委員会 

委員長 下田 徳彦 
 

今年度、青少年奉
仕・インターアクト
委員会委員長の下田
です。本日は高山中
央ＲＣが青少年育成
の継続事業として長
年力を入れてきた
「出前講座」につい
て改めてお話させて

いただきます。 
当クラブとしては今から 10 年前に当時の永家 
委員長がこの事業をクラブ単独で立ち上げ、そ
こで一緒に取り組んだ事がきっかけとなり、一
昨年まで地区青少年育成委員会（現青少年奉仕
委員会）への出向という貴重な体験をさせてい
ただきました。入会間もない方に出前講座の内
容を知って頂き、そして会員の皆様に更に理解
を深めて頂ければと願っております。 
 まず皆さんにお願いしたいことが、自分の身
内（自分のお子さんやお孫さん）をイメージし
て、この事業がどんな役割をして、どうして大
切なのかを想像しながら聞いていただけると
有難いです。「出前講座」についてとテーマにあ
りますが、出前講座の話の前にキャリア教育に
ついてお話します。キャリア教育がとても重要
でその中の具体的活動として出前講座がある
と考えてください。今、社会環境が大きく変化
しています。情報化やグローバル化、少子高齢
化が進み、今後も益々変化していくと予想され
ます。そんな世の中に対応して生きていく子供
たちには、「生きる力」の育成が必要とされ、そ
れが学校教育に求められています。しかし、学
校教育だけで「生きる力」の育成は難しいのが
現状であり、地域で協働してキャリア教育を推
進し、次代を担う子供たちを社会人として自立

させていく事が求められています。キャリア教
育という言葉は平成１１年にできた比較的新
しい言葉で、その活動は平成 14 年頃から推進
され、平成7年頃から、職場体験などが始まり、
現在は手引書の見直しなどが行われています。 
 文科省は地域にある様々な団体が協力し合
って子供たちを育てていくという「社会教育」
を「学校教育」「家庭教育」と合わせて、子供の
成長を支える新たな仕組みを確立したいと考
えています。ロータリーはこれまで培ってきた 
信頼関係やネットワークを活用し、「社会教育」
にも大きく関わり、地域の色々な団体へ働きか
けることができる力を持っています。 
この「社会教育」が今とても重要な役割をして
おり、高山においても色々な活動がなされてい 
いる中の一つに「出前講座」があります。 
地域で子どもを育てていくという考えはこれ
からも益々重要になっていきます。 
 地元の一人としてお話ししますが、高山の魅 
力には、自然や歴史や文化などがあります。 
それを下支えしているのが、ここに住む人や 
その生活です。更にそれを支えているのが地場
産業です。産業があってこそ地域の魅力につな
がっていくと思います。産業について私たちが 
子供たちに魅力を伝えられるか？という話で
すが、色んな仕事があって、色んな働きがあっ
て生活がなり立ち、文化となっていきます。し
かし、子供たちは、地元の産業の事をほとんど 
知りません。出前講座をやってきて分かったこ
とは、子供たちは自分の親だとか、とても身近
なところから職業選択をしています。知らない 
仕事から、自分の将来を照らし合わせることは
ありませんので、まず多くの仕事がある事があ
る事を知ってもらう事が一番大切な事です。子
供たちにとって、自分の夢と将来やりたい事が 
一致する事が理想ですが、その前に自分の能力
を活かす場所が地元にあるかどうかを知る機
会が大切であり、「出前講座」が企業と学校や生
徒との接点づくりになっていると考えていま
す。仕事を知ってもらい、見てもらい、職場体
験をしてもらい、興味を持ってもらう。もしか 
したら、今後の就職ということもあるのではな
いかと考えると、これが究極の求人採用活動に 
なるのでは、と思います。今の子供たちは地元
の企業の事を知らず、興味を持っていないのが 
現実で、それを我々大人たちも伝えていないと 
思います。もし地元企業の魅力を子供たちに伝
える事ができたなら、良い人材の採用にもつな 
がり、高山から若者の流出も減少すると信じて 
います。 
 これまで実施してきた出前講座の特長は生
徒と対話できるワークショップの様な形式で
す。一方的に話をするのではなく、生徒の声を 
聞く事が重要であると考えています。そして、
出前講座の必要性については、学校側が求めて
いる事業であることです。すでにキャリア教育
の一環として年間プログラム化されている学
校もあります。それに対してロータリーで提供
できる事業であることです。多種多様な職種の 
方が集まる組織であるからこそ、色んな仕事の
話ができ、授業の幅も広がります。更に事業そ
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のものが、ロータリーの基本理念と一致してい
ることです。職業を通して社会に奉仕する「 
形ある事業」事業です。 
 出前講座を継続していく上で重要になるの
が「教育委員会との連携」です。鈴鹿市と高山
市で取り組んできた事例からも確認できます
が、我々ロータリーだけでなく、地域の青少年 
育成に関わる多くの団体が協力し合える組織
と仕組みを市町の教育委員会を中心として構
築することで、多くの学校からの要望にも対応
できるようになり、継続発展させることができ
ます。このように教育委員会との連携が不可欠
となりますが、既に高山には、この組織と仕組
みが出来上がっています。 
 出前講座のやり方は、それぞれ自由で良いと 
思いますが、できるだけ多くの仕事を知っても 
らう事が大きな目的でもあるので、多くの講師
で出向き、対応していく対話式のやり方が良い
と思います。学校の先生では、企業や仕事内容 
について具体的に子供に伝えることはできな
いと思っています。なぜなら、実際の経験では
なく自分が得た知識の中でしか、子供たちに伝
えることができないからです。例えば建設業と
いう一つの業種の中にも、多くの専門業種があ
って、それぞれ大変なことや喜びがありますが、 
そこに実際に携わった人でなければ、本当の事
は伝わらないと思っています。自分たちの仕事
に誇りをもって、仕事の面白さや、 
やりがいを子供たちに生の声で伝える事が大
切であることを、出前講座を通して痛感してい
ます。 
 高山市教育委員会がH30文科大臣表彰を受け
た事は、出前講座を継続実施してきた大きな成
果でもあり、高山モデルとして地域連携の形が 
確立できました。これは県内でも非常に珍しい
ケースで、岐阜県教育委員からも高く評価され
ています。ここにいたるまでに皆様の協力が 
あってのことですが、また今年度も引き続き 
ご協力お願い申し上げて、本日の卓話とさせて 
いただきます。ご清聴ありがとうございました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
        
     ＜ニコニコ BOX＞ 
 
良いことがありましたら是非、ニコニコヘお願

いします。          和田 良博 

              

本日早退します。すいません。    

 小出 貴博 
 

 

 

8 月のお祝い 

＜会員誕生日＞ 

高原 龍士    S48 年 8 月 2 日 

岩垣津 亘    S29 年 8 月 26 日 

前越 路子       8 月 26 日 

＜夫人誕生日＞ 

谷口 欣也    とも子  8 月 4 日 

 今井 哲也   陽子   8 月 18 日 

長瀬 栄二郎  まり子  8 月 28 日 

＜結婚記念日＞ 

島 良明     S50 年 8 月 15 日  

 


